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常勤・非常勤での勤務先を探している、ベテランの技を活かしスポット勤務で働きたいとお考えの先生方、

または産業医として勤務できる事業所をお探しの皆様！沖縄県ドクターバンクに登録してみませんか？　

当バンクでは多くの求人情報の中から、皆様のご希望に合う医療機関をご紹介いたします。

FAX 番号：０９８－８８８－００８９

受付登録日：　　　　年　　　月　　　日　　　受付番号：

（西暦）

 〒　　　　　-

 電話（自宅または携帯）：

 E-mail：

 第　     　　　　　　 　  　　     号

 ①就業中　 ②休職中（  産休 ・  育休 ・ 病休  ）　③離職中 　 ④その他：

 就 業 形 態   ①常勤　②非常勤（頻度　　　　回/月程度）　③その他：

 希望診療科

 施 設 種 別   ①病院　　②診療所　　③その他：  

 第１希望： □那覇 　□南部 　□中部　 □北部 　□離島　

 第２希望： □那覇 　□南部 　□中部 　□北部 　□離島　
 
勤務希望時期   ①今すぐ    ②平成　　　年　　　月頃から  　 ③未定

 勤務可能な曜日 　 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・ 土 ・ 日

 勤務可能な時間帯 　 　　時　　　　分　～　　　　時　　　　分

 当 直 勤 務   ①できる    ②できない
 

希望業務内容   ①病棟   　 ②外来   　 ③健診   　 ④パート　　⑤臨時　　⑥産業医　 

 常勤務の場合  月給 ： 以上 

 非常勤の場合  日給 ： 以上 月給： 以上

 臨時の場合  時給 ： 以上  

保 育 所   ①必要  ②必要なし

 再就業のための再研修  ①必要  ②必要なし

 その他希望

☆下記の登録票に必要事項をご記入の上、沖縄県医師会事務局 業務１課まで、FAXにてお申し込みください。

沖縄県ドクターバンク登録票　（医師用）

＊現在の状況

希望
条件

 希 望 地 域

 勤 務 時 間

 給     与

 ＊医籍番号  ＊専門診療科

格資の他のそ格資医門専格　　　資

＊住　　所

　　　　 年　　月　　日生

   ＊連 絡 先

 ＊医籍登録日 　　　　年　　　月　　　日登録  保険医登録番号  　　 　医　　　　　　　　号

現在の勤務先

＊項目は必須

ふりがな
＊生年月日

＊氏　　名

＊氏名、住所等の個人が特定される情報につきましては、

個人情報保護関連法令に則り開示・公表また無断流用は

一切いたしません。

《提出・問合先》

〒901-1105 南風原町字新川218-9
沖縄県医師会事務局

業務１課 ドクターバンク担当
TEL.098-888-0087 / FAX.098-888-0089
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　当院は、2015 年 12 月に JCI を受審、2016
年 1 月に国際医療支援室を立ち上げました。外
国人患者受け入れに当たっては、この国際医療
支援室が中心となって活動しています。

　日本を訪れた外国人数は 2018 年は 3,119 万
人でした。2008 年は 835 万人でしたので、10
年で 3.7 倍に増加しています（日本政府観光局
data）。沖縄県はさらにすごいことになっており、
2018 年度に沖縄を訪れた観光客は 9,999,000 人、
うち外国からは 3,000,800 人でした。2008 年度
の訪沖外国人は 237,000 人でしたので、この 10
年で 12.7 倍に増えています（沖縄県入域観光客
統計概要）。まさに隔世の感があります。
　一方、沖縄県労働局の報告では、在沖米軍
関係を除外した沖縄県における外国人労働者は
2018 年 10 月時点で 8,138 人です（2015 年の約 3
倍）。内訳はネパール 1,998 人（24.6%）、ベトナ
ム 1,186 人（14.6%）、フィリピン 1,014 人（12.5%）、
中国 936 人（11.5%）、その他となっています。
　南部徳洲会病院を受診した外国人患者は、
2016 年度 337 人、2017 年度 750 人、2018 年度
927 人でした。2019 年度は 1,200 人に達すると
予測しています。2018 年度を出身国別でみます
と、アメリカ228人（24.6%）、中国181人（19.5%）、
台湾 97 人（10.5%）で、残りの 421 人（45.4%）
がネパール、ベトナム、フィリピンなどです。
対応言語は英語 45.2%、中国語 25.3%、日本語
22.7% でした。つまり 93.2% がこの 3 か国語で
の対応でした。英語圏以外でも英語や日本語で
の会話可能な外国人患者や、通訳者を同伴する
場合が背景にあります。もちろん、医療の話に
なりますのでその理解度を確認することが大事
です。2016 年から 2018 年度にかけて当院の外
国人受診者数は 2.8 倍に増えましたが、幸いク
レームや未収金問題は発生していません。これ
は JMIP の調査員からも高い評価を受けました。
　健診目的のメディカルツーリズムはまだ少数
であり、外国人観光客の急な発病や事故などへ
の対応、従来の在沖外国人の検査・治療のため
の外来通院や入院、急速に増加するとみられる
外国人労働者への医療提供が、今後さらに大き
くなると思われます。

　南部徳洲会病院は、2016 年 7 月に JMIP（Japan 
Medical Service Accreditation for International 
Patients、外国人患者受け入れ医療機関認証制
度）の認証を取得しました。今回、その更新の
ための審査を 2019 年 5 月に受けました。
　JMIP は、政府が 2010 年に閣議決定した新成
長戦略に基づき、その翌年厚生労働省の支援事業
として策定されました。在日・来日外国人患者を
安心・安全に受け入れるための医療サービスが提
供できる医療機関を認証する制度です。一般財団
法人日本医療教育財団が審査・認証を実施しま
す。受審する医療機関は、いずれかの第三者機
関の認証を事前に得ていることが要件となりま
す。第三者評価には、①病院機能評価（日本医療
機能評価機構）、②国際医療機関認証（JCI、Joint 
Commission International）、③ ISO9001/14001（国
際標準化機構）、④臨床研修評価（卒後臨床研修
評価機構）、⑤人間ドック健診施設機能評価（日
本人間ドック学会）があります。2019 年 2 月現在、
全国で 55 施設が JMIP 認証を受けています。有
効期間は 3 年で、更新には再度審査が必要です。
　JMIP 審査は 2 日間に渡り、2 人の調査員に
よりマニュアル等の書類確認、院内ラウンド、
担当者へのヒアリング等が行われます。審査の
評価項目は、以下の 5 つに分類されます。1. 受
け入れ対応：外国人患者に関する情報と受け入
れ体制、医療費の請求や支払いに関する対応、
2. 患者サービス：通訳体制の整備、翻訳体制の
整備、院内環境の整備、患者の宗教・習慣の違
いを考慮した対応、3. 医療提供の運営：外国人
患者への医療提供に関する運営、説明と同意、
4. 組織体制と管理：外国人患者対応の担当者ま
たは担当部署の役割、安全管理体制、5. 改善に
向けた取り組み：院内スタッフへの教育・研修、
外国人患者の満足度、です。

JMIP を受審して

南部徳洲会病院
赤崎　満
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た。それからはマラソン出場をライフワークに組
み込み、職員も巻き込みながら県内の NAHA や
おきなわマラソンは当然のこと、絶頂期には東京・
伊平屋ムーンライト、北海道を合わせた年間 5
大会、さらには 3 度の宮古島ワイドー 100Km な
どを制覇していった。（写真 1）当然諸先輩方に
はかなわないものの医師として決して暇ではな
い状態での練習時間確保は、朝夕の通勤ジョグに
加えて、出張朝ランでこなしていった。特に出張
朝ランは非常に楽しみで、①皇居・大阪城・京都
御所・大濠公園など有名どころに宿泊先からアク
セスする地図の下調べで、その地域がよくわかる
ようになったこと　②出張先で走るためには、前
日の飲酒量が激減したこと　などいいことずく
めだった。2016 年 2 月ごろまでは…
　2016 年 1 月宮古島ワイドー、2 月おきなわ
マラソンと年中行事のごとくこなした自分では
あったが、その後左股関節痛がなかなか取れな
い状態が続いた。例年 1 か月もすれば痛みはと
れるのだが、この時には 6 月まで引きずってい
た。不安に思って前勤務先の豊見城中央病院の
股関節専門の先輩の元を受診したところ、「臼蓋
形成不全による変形性股関節症」との診断がつ
いたというわけである。それから 1 年はゆっく
りと完走を目指して、恒例の県内 2 本のフルマ
ラソンをこなした。2017 年 3 月シーズン最後の
南部トリム 20Km に出場した。股関節と対話し、
ゆっくりとを言い聞かせながら風景を楽しむよ
うにさわやかなランニングを楽しんでいた。だ

　広報より「随筆」コーナーへの執筆依頼を受
けた。「青春の思い出、一枚の写真、趣味云々」
とあるが、どれも人様にお披露目できるような
面白そうな話題は有していない。書けそうな題
材として唯一、内科医として失格な状態であっ
た超肥満（43 歳時 176cm、97Kg、BMI 計算し
たくない）から奮起一転マラソンにはまり、見
事改善した自慢話を書きたいのだが、これも
3 年前に変形性股関節症を発症し、ケチがつい
てしまった。しかし、これくらいしかネタがな
いので、はなしを続けさせていただきたい。
　遡ること 10 数年前の 2006 年 9 月、諸事情に
よりそれまで勤めていた豊見城中央病院から現
在の首里城下町クリニックに転勤した。当時は前
述のごとく超肥満中年であった。患者からの医師
に対する心象・信頼感というものは、総合病院で
はその病院の看板・権威で医師個人的資質などマ
スクされる（総合病院勤務の先生方、ごめんなさ
い）が、クリニックでは医師の人格とともに、見
た目・体系は重要である、と天の声が聞こえてき
た。そこでこれまでは患者さんにお勧めしながら
自ら実践したことのないウォーキングを通勤時
に開始した。するとどうであろう！食事療法の併
用でたった 1 か月で 5Kg の体重減に成功。その
後信号にかからないようにそこだけ小走りする
など、徐々にジョグを取り入れて、3 か月後には
約 10Kg の減量を達成できていた。後日談だが、
その当時の MR さんから聞いた話では、総合病
院からの転勤後の急な体重激減で、私の悪性腫瘍
末期説がでていたらしい。それはさておき、転勤
3 か月後に NAHA マラソンが行われた。TV 観戦
していたら、一気に「出場したい」という願望が
生まれ、2 ヶ月半後のおきなわマラソンを完走し

出張先での
健康的な過ごし方

首里城下町クリニック第二
比嘉　啓

写真 1
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国展開なので、出張先で店舗を探すことで全国
で利用できる。出張の楽しみができ、最近では
出張先々でのジムの外観を写真に収めることを
楽しみとしている。（写真 3）
　さて、実はこの執筆依頼を受けたのは、人工
股関節手術の予定日直前であった。おかげ様で
手術は成功し、現在術後の入院先で原稿を書き
上げてる。人工関節手術の決心に迷いがなかっ
たかといえばウソになるが、今の自分の 50 歳
代半ばという時期に、再度楽しみを広げるため
に決心したのである。
　しかし、股関節手術というものは、成功した
ら術後の入院は退屈である。こういった溜まっ
た仕事を仕上げるには絶好である。

が、やがてその瞬間が訪れたのだ。17Km 過ぎ、
残り 3Km 弱、ひとりのランナーが自分の右わき
を颯爽と抜いていった。そのランナーは見るか
らに自分より 10 歳以上年上である。「これでし
ばらく大会はない。ここで自分より年上のじい
さんに負けてたまるか！」股関節との対話を忘
れた瞬間であった。結果は残り 1 ㎞で追い抜き、
ぶっちぎったものの、失ったものは大きかった。
その日から走ることができず、徐々に歩行もま
まならず、杖を使用するようになっていった。
　この 10 年続けたジョギングというライフ
ワークを失った自分はしばらく脱力感全開で
あった。出張先でもランができないので、夜は
飲むしか楽しみがない。喪失感ばりばりである。
それでも普段はジムでバイク・筋トレ・プール
などを続けて気分転換をはかるものの、大会に
出られない喪失感は半端ではなかった。2017
年 NAHA マラソンは職場仲間や知人友人の応
援と称してロードバイクを駆使してあちこちに
出没してゲリラ応援に回った。それはそれなり
に面白いが、知人からは「なんで走ってない
の？」みたいな声を多くかけられた。やはりぽっ
かり心に穴があいた状態であった。
　ロードバイクといえば、変形性股関節症でも
許可された。そこで 2017 年 11 月開催されたツー
ルドおきなわに初めて出場した。50Km の市民
ロードレースではあるが、2 時間弱（早い人は 1
時間少しなんだが）信号なしのノンストップで
やんばる路を走り抜ける爽快感は、マラソンで
は得られない喜びを感じた。（写真 2）バイクは
気軽に出張先では利用できないのが最大の欠点
である。一度宮古島の講演を依頼されたときに、
輪行バックといって、ロードバイクをバックに
詰めて飛行機にのっけて移動したが、準備が大
変で携行品もヘルメット、ビンディングシュー
ズなどたくさんあるので、安易に単なる出張で、
皇居サイクリングなどできたものではない。
　そんな中、妙案が浮かび実行に移した。最近
話題になっている全国展開の 24 時間ジムの利
用である。これまで在籍していた大きなジムの
ようなプールやジャグジーなどの設備はないが、
ネーミングどおり 24 時間利用可能なことと、全

写真 2

写真 3
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に延ばしてもらい、胃癌、大腸癌の手術、特に
腹腔鏡での手術を勉強いたしました。その甲斐
あって、平成 24 年に沖縄へ帰る時には、合格
率が 30％以下である内視鏡外科学会の技術認
定医を取得することができました。
　平成 24 年より那覇市立病院外科へ戻り、胃
癌の腹腔鏡手術を導入し、大腸癌に関しまして
は、以前より行っていた手術の適応をより拡大
していきました。現在では、胃癌、大腸癌の半
分以上の症例で腹腔鏡を導入し、直腸癌に関し
ましては、ほとんどが腹腔鏡手術となっていま
す。癌治療のツールの一つですが、ライフワー
クと考え、診療を行っています。
　腹腔鏡手術のメリットとして、患者様に関し
ては低侵襲と言われますが、手術する側からす
ると一番は拡大視効果と考えています。よく見
えることより今までに認識していなかった微小
な血管や剥離層が認識できる事だと思います。
いわゆる綺麗な手術ができると考えています。
その他にも出血が少ない等々あります。ただデ
メリットは十分に理解しなければなりません。
一番のデメリットは、手術時間が開腹手術と比
較して長い事です。その他にもトロッカーを通
しての操作となるため動作制限がある事、手術
への慣れが必要となり、身の丈に合わない手術
を行うと重大な事故に繋がりかねないというこ
とです。記憶に新しいところでは、某大学病院
での腹腔鏡を用いた高難度の肝臓手術が思い浮
かびます。新しい技術を導入する事は大事なこ
とではありますが、一番大事な事は安全に手術
が行える事だと考えています。
　私の専門である胃癌手術は県内では少なく、
ピロリ菌の除菌により減少傾向となると予想さ
れますが、もう一つの専門である大腸癌手術に
関しましては、増加傾向であり、さらに腹腔鏡
のニーズが高くなると思われます。今後とも、
安全に腹腔鏡手術を導入し、少しずつ適応を拡
大させていきたいと考えています。今後とも、
那覇市立病院外科をよろしくお願い致します。

　初めまして、那覇市立病院外科の知念順樹（ち
ねんよしき）と申します。この度は寄稿する機
会を与えて頂きありがとうございます。現在、
内視鏡外科学会の技術認定医として、腹腔鏡手
術を、安全で、患者様に優しい治療として、導
入、定型化に努めています。
　少し私の履歴を紹介させて頂きます。浦添高
校を卒業後、琉球大学を平成 16 年に卒業しまし
た。その後は、臨床研修必修化に伴い、那覇市
立病院で初期研修、外科後期研修を行いました。
　後期研修終了後に、消化器癌に対する専門的
治療を学ぶため、平成 21 年、九州がんセンター
消化器外科へ専攻医として赴任いたしました。
そこで最初に担当した患者様が胃癌の方でし
た。胃癌の進行度は初期の段階でしたが、既往
にアルコール性肝硬変があり、手術自体はもち
ろん、周術期も難渋すると思われました。予定
術式は腹腔鏡下幽門側胃切除術、D1+リンパ節
郭清、Billroth-1 再建、Delta 吻合でした。執
刀医は当時の消化器外科部長で、福岡県内でも
腹腔鏡手術の名手として知られた先生でした。
手術は、先生のテクニック、定型化された手術
の手順、最新のデバイスを用いて、難渋するど
ころか手術は流れるように進み、出血もほとん
どなく、4 時間程度で手術は終了しました。術
後経過も手術と同様に肝硬変の方とは思えない
ほど、合併症も起こらずスムーズに退院しまし
た。この衝撃は今でも覚えており、今後の外科
医人生に大きく影響しました。
　上記経験より、腹腔鏡手術を身につけて帰り
たいという思いが強くなり、2年間の予定を3年

腹腔鏡手術との出会い

那覇市立病院　外科
知念　順樹
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疾 病 定点区分

27週 28週 29週 30週

7/7 7/14 7/21 7/28（定点あたり）

報告数 報告数 報告数 報告数
インフルエンザ インフルエンザ 472 523 540 392 (6.76)

RS ウイルス感染症 小児科 299 375 297 217 (6.38)

咽頭結膜熱 小児科 56 65 53 63 (1.85)

A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 小児科 38 34 32 24 (0.71)

感染性胃腸炎 小児科 139 95 69 93 (2.74)

水痘 小児科 7 22 11 15 (0.44)

手足口病 小児科 47 66 93 126 (3.71)

伝染性紅斑 小児科 15 15 10 8 (0.24)

突発性発疹 小児科 13 8 12 9 (0.26)

ヘルパンギーナ 小児科 30 26 33 21 (0.62)

流行性耳下腺炎 小児科 4 1 2 5 (0.15)

急性出血性結膜炎 眼科 0 0 0 0 (0.00)

流行性角結膜炎 眼科 19 31 28 22 (2.20)

細菌性髄膜炎 基幹 0 0 1 0 (0.00)

無菌性髄膜炎 基幹 1 2 0 3 (0.43)

マイコプラズマ肺炎 基幹 1 2 2 1 (0.14)

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 基幹 0 0 1 0 (0.00)

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 基幹 0 0 0 1 (0.14)

沖縄県感染症発生動向調査報告状況
（定点把握対象疾患）

※１．�定点あたり・・・対象となる五類感染症（インフルエンザなど 18の感染症）について、沖縄県で定点として選定された医療機関�
からの報告数を定点数で割った値のことで、言いかえると定点１医療機関当たりの平均報告数のことです。�
（インフルエンザ定点 58、小児科定点 34、眼科定点 10、基幹定点 7点）

※２．�最新の情報は直接沖縄県感染症情報センターホームページへアクセスしてください。 
麻疹の情報も随時更新しております。

　　　http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/eiken/kikaku/kansenjouhou/home.html

会員にかかる弔事に関する医師会への連絡について（お願い）
　本会では、会員および会員の親族（配偶者、直系尊属・卑属一親等）が亡くなられた場合は、沖縄
県医師会表彰弔慰規則に基づいて、弔電、香典および供花を供すると共に、日刊紙に弔慰広告を掲載
し弔意を表することになっております。
　会員に関する訃報の連絡を受けた場合は、地区医師会、出身大学同窓会等と連絡を取って規則に沿
って対応をしておりますが、日曜・祝祭日等に当該会員やご家族からの連絡がなく、本会並びに地区
医師会等からの弔意を表せないことがあります。
　本会の緊急連絡体制については、平日は本会事務局が対応し、日曜・祝祭日については、緊急電話
で受付して担当職員へ取り次ぐことにしておりますので、ご連絡下さいますようお願い申し上げます。

○平日連絡先：沖縄県医師会事務局
　　　　　　　　TEL 098-888-0087
○日曜・祝祭日連絡先：090-6861-1855
○担当者　経理課：平木怜子　池田公江
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令和元年度沖縄県医師会産業医研修会実施計画

申込み
研修番号 研修会名 日　時 場　所 カリキュラム

（付与単位数） 講師名 講師所属 研修タイトル

終
了

基礎研修
（前期のみ）

4月18日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
2階会議室2

（1）作業管理（2単位） 
（2）�健康保持増進 

（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）清水　隆裕

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�過重労働対策として
の作業管理の進め方

（2）�産業医として診る健
康診断

終
了

基礎研修 
（前期のみ）

5月16日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
2階会議室2

（1）�産業医活動の実際 
（2単位）

（2）�有害業務管理 
（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）伊志嶺　隆

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�伊志嶺整形外科院長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�産業医活動実施に向
けての留意点

（2）�産業医が知っておく
べき有害業務管理

終 
了

基礎（後期）、 
生涯

（更新・専門）

6月13日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1）�労働衛生管理体制
（総括管理） 
（2単位）

（2）�労働衛生関係法規
と関係通達の改正 

（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）加藤　浩司

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�加藤社会保険労務士
事務所

（1）�労働衛生管理体制の
構築に向けて、産業
医としてどのように
係わるか？

（2）�関係法規及び通達を
読み解き、背景を含
めて改正の動向につ
いて理解を深める

終 
了

基礎（実地）、
生涯（実地）

7月4日（木） 
18:30～

21:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1）�メンタルヘルス 
対策（3単位）

（1）山本　和儀 （1）�山本クリニック 院長・
沖縄産業保健総合支
援センターメンタル
ヘルス相談員

（1）�ストレスチェックに
おける産業医の面接
指導とその後の展開
※定員 60 名

終 
了

基礎（後期）、
生涯（専門）

8月3日（土） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1）�健康管理（2単位）
（2）�作業管理（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）清水　隆裕

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�産業医としての健康
管理のミニマム・リ
クワイアメント

（2）�作業管理とは労働時
間と作業時間に注目
して

F

基礎（後期）、 
生涯（専門）

9月12日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1）�有害業務管理 
（2単位）

（2）�労働衛生教育 
（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）清水　隆裕

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�有害業務による健康
障害の防止～労働衛
生の原点から化学物
質のリスクアセスメ
ントに向けて～

（2）�労働衛生教育の対象
と実際

G
基礎（後期）、 
生涯 

（更新・専門）

10月10日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1）�労働衛生関係法規
と関係通達の改正 

（2単位）
（2）�メンタルヘルス 

対策（2単位）

（1）加藤　浩司 
（2）山本　和儀

（1）�加藤社会保険労務士
事務所

（2）�山本クリニック 院
長・沖縄産業保健総
合支援センターメン
タルヘルス相談員

（1）�関係法規及び通達を
読み解き、背景を含
めて改正の動向につ
いて理解を深める

（2）�働き方改革の時代の
産業医の役割

H
基礎（実地）、 
生涯（実地）

11月9日（土） 
18:30～

21:30

沖縄県医師会館 （1）�職場巡視と討論 
（3単位）

（1）伊志嶺　隆 （1）�伊志嶺整形外科院長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�バーチャル職場巡視
と討論

※単位制の研修につき、時間厳守でお願いします。遅刻や途中退室は単位認定ができませんのでご注意ください。
※上記研修会は日本医師会へ申請中です。場所、研修タイトル等が変更になる場合がありますのでご注意ください。
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（ 9 月 10 日～ 11 月 9 日）

1 18 35 52 69
2 19 36 53 70
3 20 37 54 71
4 21 38 55 72
5 22 39 56 73
6 23 40 57 74
7 24 41 58 75
8 25 42 59 76
9 26 43 60 77
10 27 44 61 78
11 28 45 62 79
12 29 46 63 80
13 30 47 64 81
14 31 48 65 82
15 32 49 66 83
16 33 50 67 0
17 34 51 68

※最新の情報はホームページで逐次更新していますので、ご確認ください。
※お願い：11月10日～1月9日迄の講演会例会等が決まれば、9月25日迄に業務1課(098-888-0087)へご一報下さい。

10/18
（金）

19：00

中頭ホール 中部地区　不整脈連携講演会

(日医生涯教育講座)
①潰瘍性大腸炎の基本治療薬

    の使い方

②クローン病の病態を考慮に

    入れた治療戦略

①安部　瞬　先生(中部徳洲会病

    院　消化器内科)
②平井　郁仁　先生(福岡大学医

    学部消化器内科学教室　教授)

①54)0.5単位

②53)0.5単位、

    55)0.5単位

中部地区医師会

比嘉　嗣美

098-936-8201
参加費 なし

09/10
（火）

19：15

沖縄ハーバー

ビューホテル

女性疾患フォーラム

(日医生涯教育講座)
①女性の便秘と便秘ガイドラ

    イン

②女性特有の疾患～女性ホル

    モンはもろ刃の剣～

①外間　雪野(日本赤十字社沖縄

    赤十字病院消化器内科第一部長)
②銘苅　桂子(琉球大学大学院医

    学研究科女性・生殖医学講座

    講師)

①82)0.5単位

②82)0.5単位

持田製薬（株）

大西　祐紀

098-866-8805
参加費 なし

10/23
（水）

19：30

沖縄県医師会館 沖縄消化器内視鏡会10月例会
①消化器疾患症例提示

県立南部医療センター・こども医療セ
ンター

浦添総合病院
譜久村　由美子
098-878-0231
参加費 なし

講演会・例会のご案内(9⽉10⽇〜11⽉9⽇)

開催日 場所 名称 講師 CC 問合せ先

参加費

09/10
（火）

19：00

沖縄県医師会館 沖縄腎フォーラム定例会

(日医生涯教育講座)
①文献紹介・抄読会

②定例検討会

①未定(未定)
②未定(未定)

①9)0.5単位、

    15)0.5単位

②1)0.5単位、

    73)0.5単位

沖縄腎フォーラム

松原　隆

098-851-3077
参加費 なし

発熱

カリキュラムコード(略称：ＣＣ）

相補・代替医療（漢⽅医療を含む）

⽣活習慣
終末期のケア
在宅医療
気管⽀喘息

排尿障害（尿失禁・排尿困難）
⾁眼的⾎尿

乏尿・尿閉

慢性疾患・複合疾患の管理

歩⾏障害
四肢のしびれ

胸やけ
腹痛
便通異常(下痢、便秘)

不安

褥瘡
背部痛
腰痛
関節痛

成⻑・発達の障害
流・早産および満期産
気分の障害（うつ）

脳⾎管障害後遺症
⾻粗鬆症
糖尿病
脂質異常症
⾼⾎圧症

ショック
急性中毒

多尿
精神科領域の救急

吐⾎・下⾎
嘔気・嘔吐

その他
⾔語障害
失神

熱傷
外傷

肛⾨・会陰部痛

予防と保健

医療と介護および福祉の連携
災害医療
臨床問題解決のプロセス

地域医療

視⼒障害、視野狭窄

医療制度と法律
医療の質と安全
感染対策
医療情報
チーム医療

けいれん発作

⽬の充⾎
聴覚障害
⿐漏・⿐閉

咳・痰認知能の障害
頭痛
めまい
意識障害

⿐出⾎
嗄声
胸痛
動悸
⼼肺停⽌
呼吸困難

誤飲
嚥化困難

誤嚥

体重増加・肥満
浮腫
リンパ節腫脹
発疹
⻩疸

医師のプロフェッショナルリズム

体重減少・るい痩

全⾝倦怠感
⾝体機能の低下
不眠
⾷欲不振医師⼀患者関係とコミュニケーション

医療倫理：臨床倫理
医療倫理：研究倫理と⽣命倫理

⼼理社会的アプローチ
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2019 年度沖縄県医師会災害医療研修プログラム 

 

 沖縄県医師会では、東日本大震災や熊本地震等の教訓を活かし、次の大規模災害に備え

た姿勢の整備として、平成 26 年度より災害医療研修プログラムを実施しております。 
 2019 年度の開催プログラム（一部未定あり）が決定いたしましたのでお知らせいたします。 
 各コースへの受講申込は、下記により FAX（098-888-0089）にてお申込みください。 
 

No 日時 プログラム（案） 研修形態 

終了 
7 月 20 日（土） 
15:00-17:00 

地域医療本部の立ち上げと運営 講義＋図上 

2 
9 月 5 日（木） 
19:30-21:00 

J-SPEED、EMIS の入力 講義＋演習 

3 
10 月 17 日（木） 

19:30-21:00 
メンタルヘルス・DPAT 講義 

4 
10 月 31 日（木） 

19:30-21:00 
医療救護所の運営と巡回診療 講義 

5 調整中 公衆衛生（DHEAT の視点から） 講義 

 会場は、沖縄県医師会館 3 階ホールを予定しております。 
 

参加申込票 
 
 FAX:098-888-0089 参加希望の研修番号に○印を付け、お申込みください。 

申込番号 １   ・   ２   ・   ３   ・   ４   ・   ５ 

施設名  

氏名 医師・看護師・業務調整員・その他 

 

－ 98（972）－



沖縄医報　Vol.55  No.9 2019
日本医師会「医師年金」からのお知らせ日本医師会「医師年金」からのお知らせ日本医師会「医師年金」からのお知らせ

－ 99（973）－



沖縄医報　Vol.55  No.9 2019
日本医師会「医師年金」からのお知らせ

医師年金 HP のトップ
ページの「保険料」及び

「受給年金」からシミュ
レーションが可能です。

必要な情報を入力し、
「計算開始」のボタンを
クリック。
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シミュレーション結
果が分かり易く表示
されます。
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 生涯教育／プライマリ・ケアー 
◯字数制限

生涯教育 6,000 字以内とし、冒頭に 400 字程度の要旨をつけて下さい。
プライマリ・ケアー 2,500 字以内

（図表 1 枚を 400 文字数に換算する必要がある）
◯内 容

生涯教育は、原則学術・実地医家にとって有用性の高い総説論文
プライマリ・ケアーは、病診連携、病病連携等に資していただけるような、日常的な症状に関するミニレクチャー
的な内容。

○原稿の書き方
①原稿はできるだけ Word、Excel、PowerPoint にて作成して下さい。
②原則として常用漢字、現代かな使い、算用数字を使用して下さい。
③図、表、写真の挿入場所を文中に指定して下さい。
④図表にはタイトルをつけてください。
⑤�写真、図、表は原則として 10 枚以内とし、そのまま製版出来る鮮明なもので、特に写真は明瞭なものでご提

出下さい。
⑥�人を対象とした研究については、ヘルシンキ宣言を遵守したものであること、また症例を提示する際（症例

報告）は、患者さんのプライバシーの保護やインフォームドコンセントなどに関する倫理的な問題に十分配
慮されていること。

　個人が特定され得る疾病に関しては、本人の同意を得るようご配慮下さい。
○文 献

引用文献は最小限度（原則として 10 以内）とし、論文中にでてくる順に番号をつけ、末尾に以下の形式で一括
して下さい。本文中には，引用部の右肩に 1）2）3）…の番号を付してください。引用の図表は出典を明記し
て下さい。
著者は複数の場合は筆頭者 , 他で記入下さい。
引用文献の記載項目並びに順序

○雑誌の場合
著者名：論文題名．雑誌名　発行年；巻： ページ．
Ahonkhai VL, et al : Failure of pneumococcal vaccine in children with sickle-cell disease. N Engl J Med 1979 ;  
301 : 26-27.
○単行本の場合
著者名：書名．（版数），発行所，発行所の所在地，発行年；引用ページ．
Koch FC, et al : Practical Methods in Biochemistry. 2nd ed, William Willkins, Baltimore, 1948 ; 212（or 212-
215）.
○シリーズなど
執筆者名：執筆部分題名．編者名，シリーズ 名，巻数，発行所，発行地，発行年；引用ページ．
Kovec A : The liver and spleen. ed Bolinger RE, In Guide to Diagnostic Imaging, vol 1, Medical Examination 
Publishing Co Inc, New York, 1982 ; 123-140.
○ウェブサイトの場合
執筆者名（編者名）：サイト名．URL（最終閲覧日）
運動器の 10 年・日本協会：学校での運動器検診の手引き．http://www.bjd-jp.org/medicalexamination/
guide_0.html（2016 年 8 月 16 日閲覧）

 月間（週間）行事お知らせ 
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：医療関係の行事等について

 発言席 
◯字数制限：2,500 字以内
○内　　容：会員の先生方のご意見や主張等

 勤務医 / 臨床研修医 
◯字数制限：勤務医 2,000 字以内、臨床研修医 1,500 字以内
○内　　容：勤務医・臨床医の先生方からのご意見・ご要望
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 地区医師会 
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各地区医師会の活動状況
　　　　　　�（例：テレビ番組やラジオ番組の放映、かかりつけ医推進事業等の厚労省モデル事業や独自の院内　

活動等）

 若　手 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：今後の進路を決める先生方へのアドバイス等について（若手医師への提言、日常診療のコツ、開　
　　　　　　業顛末記等）

 随筆 / 新春干支随筆 / 緑陰随筆 
◯字数制限：随筆 2,500 字以内、新春干支随筆・緑陰随筆 1,500 字以内
○内　　容：日常診療のエピソード、青春の思い出、一枚の写真、趣味などの他、紀行文、特技書評、新年の　
　　　　　　抱負など

 本の紹介 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：感動した、生き方が変わった、診療が変わった、 新たに真実を知った本等々、会員の皆様の座右の　
　　　　　　本の紹介

 いきいきグループ紹介 
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各研究会、スポーツ同好会や摸合等の活動紹介

 身近な闘病記 
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：ご自身又はご家族の病気療養の経験談について

 追悼文 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：お亡くなりになられた先生への追悼

 広　告 
○沖縄県医師会報の品位、及び体制を損なわぬものとし、採否については広報委員会で審議のうえ決定する。

投稿の方法
1. 会報への投稿の第一執筆者は、原則として沖縄県医師会会員であること。
2. 原稿には題名、氏名、勤務先 ( 所属 ) を明記して下さい。
3. 図・表・写真は原則モノクロ掲載とし、カラーの場合は実費をご負担願います。
4. 送付方法は出来ましたらメール送信又はＣＤ - Ｒ等での送付をお願いします。
5. 同一会員の原稿掲載回数は、1 期（4 ～ 7 月号）、2 期（8 ～ 11 月号）、3 期（12 ～ 3 月号）の各期ごとに 1 編のみ。
6. 写真の解像度は 350 以上でお願いします。表紙写真に関しては、会員本人撮影のものとする。
7. 掲載の採否は広報委員会で決定し、内容によっては原稿の修正等をお願いする事があります。

著作権
本誌並びにホームページに掲載される著作物の著作権は沖縄県医師会に帰属します。

送付先・問い合わせ先
沖縄県医師会 庶務課
〒 901-1105 南風原町新川 218-9
TEL：098-888-0087　FAX：098-888-0089
E-mail：kaihou@ml.okinawa.med.or.jp

平成 29 年 7 月 1 日より
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我が国と大きく異なり、ドイツ医師の 50% は

週の労働時間が 30 時間で、従って医師不足が

問題であり、その解決のために医学部入学定員

増を行っています。不足分は隣国の東ヨーロッ

パから補っているようで地域医療問題（地域偏

在など）の解決に国が大きく関与しているよう

です。令和元年第 1 回マスコミとの懇談会は「働

き盛り世代の健康づくり～あなたと家族のため

に 65 歳未満の死亡を防ぐ～」のテーマで安里

会長自らの講演でした。戦後極端な医師不足か

ら始まった当県の医療提供体制は医師数、救急

医療体制などどれをとっても本土に引けを取ら

ないまでになってきたが、何故働き盛り世代の

死亡率が高いのかの疑問から始まった沖縄県医

師会の活動「65 歳未満健康死亡率改善プロジェ

クト」を紹介した内容です。討論ではマスコミ

や各科医師、医師会とで活発に行われたことが

記載されています。ぜひご一読ください。生涯

教育コーナーは、はしかプロジェクト副委員長

の浜端宏英先生が沖縄県はしかゼロプロジェク

ト活動（麻疹確定診断のお願い）です。従来の

臨床診断では見逃される症例があり、PCR 検

査などによる確定診断の重要性を強調されてい

ます。プライマリ・ケアコーナーは沖縄赤十字

病院外科の豊見山先生が担当され、抗血小板薬・

抗凝固薬内服中の患者の特に緊急手術での対応

について事例を混じえて述べており興味深い。

その他にもインタビューコーナー、発言席、月

間行事、随筆など内容の濃い 9 月号となってい

ます。診療の傍ら手にとっていただきたいと思

います。

広報委員　本竹 秀光

　令和元年の夏、会員の皆様はいかが過ごされ

ているのでしょうか。毎日の気象情報では日本

全国、猛暑を示すオレンジから赤で埋め尽くさ

れています。気温的には北海道より沖縄が低

かったり、本当に異常気象です。台風もしかり

で、台風発生数が例年より少なく、進路もいき

なり本土へ向かうと言う、これまた異常です。

台風は人間にとって災害をもたらす悪であって

も動植物にとっては必ずしもそうではありませ

ん。昨年 9 月の大型台風で我が家のカイガラム

シで蝕まれたプルメリアやアセロラは枝ごとカ

イガラムシと吹き飛ばされました。この夏、プ

ルメリアは例年になく咲き誇り、アセロラは

真っ赤な甘酸っぱい実をつけています。自然の

再生力には驚くばかりで、必要最低限の台風到

来は是としないといけないと感じています。

　さて、9 月号の会報は安里良盛先生のイタリ

アの夏の終わりのビーチの風景写真から始まり

ます。先生は毎年ヨーロッパの眼科学会への参

加の折、ヨーロッパの市街地の風景を撮影され、

毎年のカレンダーとして、個人的にも送っても

らっています。会報の内容では、はじめに出

口先生が第 127 回沖縄県医師会医学会総会を

詳細に報告し、第 215 回沖縄県医師会定例代

議員会では平成 30 年沖縄県医師会一般会計等

が全会一致で承認されたことを稲田常任理事が

報告しています。次に白井理事が九州ブロック

日医代議員会連絡会議の内容を報告しています

が、その中で横倉義武日本医師会長のドイツ医

師会年次総会に出席報告はとても興味深い。ド

イツでは医学部入学生の 70% が女性で、女性

医師の殆どが勤務医とのこと。また、働き方も
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